
   糖尿病ネットワークを通して

糖尿病患者さんに聞きました

Q. 通院する医療機関で、糖尿病網膜症の予防管理や
　 定期的な検査について指導を受けたことはありますか？

●コメンテーター●

鈴木吉彦 （日本医科大学客員教授、
　　　　　　　　　ＨＤＣアトラスクリニック院長）

　内科医が無散瞳カメラで撮影し、
眼底出血があるかないかをその場で
患者さんに示すことができれば、治
療へのモチベーションを高めるのに絶
好の機会となります。ですから、眼科
医へ依頼する前に、まず内科医が眼
底を判読するべき能力を得ておくべき
でしょう。特に急激に血糖コントロー
ルが成功して HbA1c が下がってきて
いる場合、頻回に眼底写真を撮影し
て出血が起こらないかをチェックして
おくことはとても重要です。眼科医に
最終判定を依頼する必要はあります
が、その前に内科医自身が眼底写真
をある程度読影できれば、こうした問
題も解決は早いはずです。

　半数は「何度も受けて
いる」としていますが、残
りの半数は定期的な指導
は受けていないようでし
た。糖尿病と関係する眼
の病気として「網膜症」は
90％と最も知名度が高
く、「白内障」は47％、「緑
内障」は40％、「黄斑症」
は29％。また、その予防
のためには血糖コント

ロールをよく保ち、定期的な検査が大切で
あることを93％がご存知でした。
　実際の眼科受診については、「3〜6カ月
に1回」の頻度が最も多く44％、次に「年に
1回」が27％、15％は「定期的には受けてい
ない」とのこと。眼科での検査記録につい
ては、「わからない、とくに記録してもらっ
ていない」が46％と最も多く、「自分で付け
ている」が15％、「糖尿病眼手帳に記録」が
13％、「糖尿病連携手帳に記録」が12％と
続きました。医療スタッフと同様、記録手
帳について聞いてみたところ、「糖尿病眼
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50％

覚えていないが
あると思う

17％

手帳」を43％が「知っている、聞いたことが
ある」とし、「持っている」方は31％、「糖尿
病連携手帳」は、39％が「知っている」とし、

「持っている」方は37％と、認知度は医療ス
タッフの半分程度でした。
　自由記述では、「検査は半年に1回は必
ず受けているが手帳のことは知らなかっ
た」、「眼科と内科が別の病院なので、検査
結果を双方に提供することが患者の役割に
なっている」、「糖尿病を知るきっかけが眼
底出血。突然視力がなくなり、約1カ月間、
出血が引くまで不安だった」、「知人が網膜
症で失明。自分がなったらと思うと恐ろし
い」、「予防のために眼科受診を勧めるだけ
でなく、糖尿病と眼の病気についてもっと
啓発をしてほしい」など、たくさんの声が寄
せられました。
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Q. 眼科で検査を受けた際、検査記録
　  をつけてもらっていますか？
　　　　　　　　　　    （n=500）
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Q. 「糖尿病眼手帳」をご存知ですか？
　  お持ちですか？　　　　 （n=500）
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Q. 「糖尿病連携手帳」の眼底検査欄を
　  ご存知ですか？手帳をお持ちですか？
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